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清
風
ク
ラ
ブ
賛 成

　

清
風
ク
ラ
ブ
と
し
て
、意
見
、

要
望
を
付
し
て
賛
成
の
討
論
を

行
う
。
３
月
８
日
発
表
さ
れ
た

内
閣
府
の
国
内
総
生
産
の
速
報

値
で
は
、
マ
イ
ナ
ス
成
長
が
続

き
、
円
高
株
安
か
ら
の
消
費
の

低
下
も
あ
り
、
景
気
の
足
踏
み

状
態
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
状
況
で
、
本
市
が
将

来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
ま

ち
、
子
供
た
ち
が
夢
を
抱
け
る

ま
ち
に
し
て
い
く
た
め
に
も
私

た
ち
議
員
は
、
議
会
で
議
論
を

し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

　

今
、
本
市
の
道
路
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と

し
て
い
る
。
さ
が
み
縦
貫
道
路

が
全
面
開
通
し
、
新
東
名
高
速

道
路
の
整
備
も
着
々
と
進
む
中
、

さ
ら
に
道
路
網
が
整
備
さ
れ
る

予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
天
沼
地

区
で
は
、
ら
ら
ぽ
ー
と
平
塚
を

含
む
大
型
複
合
施
設
が
今
年
の

秋
に
誕
生
し
、
一
方
、
北
の
核

ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
整
備
事
業
で
は
、

３
、
４
年
後
の
企
業
へ
の
引
き

渡
し
に
向
け
て
造
成
工
事
も
始

ま
り
、
本
市
が
変
わ
る
年
に
な

り
つ
つ
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

新
し
い
総
合
計
画
の
重
点
施
策

や
関
連
す
る
施
策
へ
戦
略
的
に

取
り
組
み
、
分
野
別
施
策
へ
の

計
画
的
な
取
り
組
み
と
併
せ
、

総
合
計
画
を
着
実
に
推
進
し
て

い
く
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

　

財
政
見
通
し
で
は
、
今
後
４

年
間
で
31
億
円
の
財
源
不
足
が

見
込
ま
れ
、
さ
ら
に
扶
助
費
な

ど
社
会
保
障
費
の
増
加
も
続
き
、

行
財
政
改
革
が
待
っ
た
な
し
の

状
況
で
あ
り
、
全
庁
で
の
意
識

変
革
が
強
く
求
め
ら
れ
る
。
今

ま
で
の
踏
襲
型
で
は
な
く
、
選

択
と
集
中
、
民
間
活
力
の
活
用

や
公
共
施
設
の
総
量
縮
減
の
総

合
管
理
な
ど
、
力
強
く
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
地
方

創
生
に
よ
り
国
・
県
と
の
連
携

強
化
や
他
自
治
体
と
の
広
域
連

携
を
進
め
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
る
積
極
的
な
取
り
組

み
が
重
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
本

市
の
持
つ
魅
力
や
地
域
資
源
の

活
用
を
図
る
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
は
、
不
可
欠
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
縦
割
り
で
な
く
全

庁
横
断
的
な
取
り
組
み
が
求
め

ら
れ
る
。
今
ま
さ
に
オ
ー
ル
平

塚
の
英
知
を
結
集
し
た
総
合
力

が
試
さ
れ
る
時
で
あ
る
。
平
塚

の
ま
ち
が
変
わ
っ
た
と
市
民
が

実
感
で
き
る
よ
う
な
魅
力
あ
る

ま
ち
の
取
り
組
み
を
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
実
現
し
て
い
く

こ
と
に
、
大
い
な
る
期
待
を
込

め
て
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

公
明
ひ
ら
つ
か
賛 成

　

厳
し
い
財
政
状
況
ゆ
え
に
、

思
い
切
っ
た
選
択
と
集
中
を
図

る
と
と
も
に
、
国
の
地
方
創
生

の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
メ
ニ
ュ
ー

に
呼
応
し
て
、
速
や
か
な
施
策

展
開
を
可
能
に
す
る
職
員
の
意

識
改
革
を
望
み
た
い
。
ま
た
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な

い
よ
う
、
公
民
連
携
に
よ
る
効

率
化
を
強
化
す
べ
き
と
考
え
る
。

　

主
な
事
業
で
は
、
提
案
・
要

望
し
て
き
た
小
児
医
療
費
助
成

の
拡
大
・
妊
婦
健
康
診
査
補
助

事
業
の
拡
充
や
「
が
ん
チ
ェ
ッ

ク
サ
イ
ト
」
の
導
入
は
高
く
評

価
す
る
。
さ
ら
に
、
待
機
児
童

の
解
消
・
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
の
拡
充
を
図
る
と
と
も

に
、
妊
娠
・
出
産
・
産
後
・
子

育
て
と
切
れ
目
な
く
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
相
談
支
援
が
で
き
る

「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
設
置
し
、
文
字
ど
お

　議案3案件は全て原案どおり可
決すべきもの、請願1件は採択す
べきものと決定しました。
○議案第14号　平塚市消費生活セ
ンターの組織及び運営等に関する
条例
　消費生活センター運営の変更事
項や相談員の資格・スキルなどに
ついて問われた。
○議案第34号　平成28年度平塚市
一般会計予算
　市民センター耐震補強事業につ

いて、補強工事の効果や見附台周
辺整備事業を含めた今後のセン
ターの方向性など質疑があった。
　外国人英語指導者の学校訪問事
業と英語教育推進事業について、
小学校の英語教科化や東京オリン
ピック開催に向け、子供たちの英
語力を高める取り組みが問われた。
　ほかに、広聴活動事業の市民と
市長の対話集会や児童生徒就学援
助事業の交付基準の見直し、小学
校大規模改修事業の進捗状況、学
校給食管理事業の給食の原価など
について質疑があった。

　議案7案件は全て原案どおり可
決すべきものと決定しました。
○議案第34号　平成28年度平塚市
一般会計予算
　防犯設備整備事業について、防
犯街路灯のLED化のメリットや
設置基準など質疑があった。
　放置自転車等対策事業について、 
駅南口の放置自転車の現状やパー
ルロード駐輪場の管理形態など質
疑があった。
　地震・津波防災対策事業につい

て、津波ハザードマップの更新や
避難訓練、被災者支援システムの
検討など質疑があった。
　ツインシティ整備推進事業につ
いて、市債の発行理由や新幹線新
駅の設置見通し、地権者の同意状
況など質疑があった。
　ほかに、狭あい道路整備事業の
樹木への対応や湘南ひらつかビー
チパーク利用推進事業の海岸エリ
アの魅力向上に向けた取り組み、
消防指令センター整備事業の1市2
町共同運用のメリットなどについ
て質疑があった。

教育民生

り「
子
育
て
す
る
な
ら
平
塚
で
」

を
実
現
す
べ
き
で
あ
る
。
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事

業
で
は
全
職
員
・
全
議
員
が
本

市
の
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
と
な
っ
て

魅
力
を
発
信
す
べ
き
で
あ
り
、

提
案
し
て
き
た
小
中
連
携
・
小

中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
は
「
学

び
の
連
続
性
を
意
識
し
た
教
育

活
動
」（
総
合
計
画
）
を
推
進

し
、
実
現
へ
向
け
本
格
的
な
検

討
を
す
べ
き
で
あ
る
。

　

市
長
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
と
職
員
一
丸
と
な
っ
た

行
政
運
営
、
行
政
・
議
会
が
知

恵
を
出
し
合
い
、
汗
を
か
き

あ
っ
て
難
局
を
乗
り
切
る
こ
と

を
望
み
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

湘
南

フ
ォ
ー
ラ
ム
賛 成

　

湘
南
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
平
成
28

年
度
平
塚
市
一
般
会
計
予
算
に

対
し
、
意
見
、
要
望
を
付
し
賛

成
を
す
る
。

　

28
年
度
は
、
新
た
な
平
塚
市

総
合
計
画
並
び
に
平
塚
市
総
合

戦
略
を
ス
タ
ー
ト
す
る
重
要
な

年
度
で
あ
り「
選
ば
れ
る
ま
ち
・

住
み
続
け
る
ま
ち
」
に
向
け
た

取
り
組
み
に
一
層
の
強
化
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　

子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
強
化

に
つ
い
て
は
、
年
間
を
通
し
た

待
機
児
童
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
幼

稚
園
・
保
育
所
の
整
備
推
進
を

図
る
こ
と
。
児
童
・
生
徒
が
良

好
な
環
境
で
教
育
を
受
け
ら
れ

る
教
育
環
境
整
備
の
強
化
を
望

む
。
ま
た
、
収
入
格
差
が
学
力

低
下
に
な
ら
ぬ
よ
う
学
習
支
援

の
拡
充
に
努
め
る
こ
と
。

　

自
治
会
や
町
内
福
祉
村
な
ど

地
域
資
源
や
人
材
を
生
か
し
、

住
民
主
体
の
「
支
え
合
い
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
」
の
進
展
を
望

む
。

　

天
沼
地
区
で
の
大
型
商
業
施

設
開
業
に
よ
る
駅
周
辺
の
活
性

化
策
を
強
化
す
る
こ
と
。

　

自
然
災
害
な
ど
に
対
し
想
定

外
へ
の
準
備
が
望
ま
れ
る
。
自

主
防
災
会
と
の
訓
練
、
国
や
県

と
の
河
川
改
修
を
含
め
た
浸
水

対
策
を
一
層
強
化
す
る
こ
と
。

平
塚
創
生
会
賛 成

　

平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算

は
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
下
、

財
源
の
確
保
や
徹
底
し
た
事
業

費
の
見
直
し
を
進
め
た
と
認
識

し
て
い
る
。財
政
見
通
し
で
は
、

再
来
年
度
か
ら
財
源
不
足
が
見

込
ま
れ
る
事
か
ら
健
全
化
の
取

り
組
み
は
急
務
で
あ
り
、
不
納

欠
損
金
対
策
や
「
料
」
の
見
直

し
も
必
要
で
あ
る
。

　

28
年
度
か
ら
平
塚
市
総
合
計

画
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
が
、
創
生
法
に
基

づ
く
地
方
版
総
合
戦
略
と
と
も

に
人
口
減
少
問
題
・
地
域
経
済

の
活
性
化
を
重
点
施
策
と
し
て

動
き
始
め
る
事
か
ら
意
見
す
る
。

　

団
体
へ
の
補
助
金
支
出
は
、

行
政
と
し
て
監
督
・
指
導
し
、

事
業
評
価
も
行
う
べ
き
で
あ
る
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
事
前
キ
ャ
ン
プ

誘
致
に
つ
い
て
、
市
民
意
識
を

高
め
る
取
り
組
み
を
求
め
る
。

　

コ
ン
サ
ル
へ
の
委
託
基
準
も

考
え
直
す
必
要
が
あ
る
。

　

待
機
児
童
対
策
は
、
潜
在
保

育
士
の
職
場
復
帰
に
対
す
る
支

援
な
ど
人
材
の
確
保
を
求
め
る
。

　

安
全
対
策
は
、
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
基
準
作
り
を
求
め
る
。

　

市
民
の
た
め
、
情
熱
を
持
っ

た
取
り
組
み
を
す
る
よ
う
熱
望

し
賛
成
討
論
と
す
る
。

日
本
共
産
党

平
塚
市
議
会

議
員
団

反 対

　

平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算

に
つ
い
て
反
対
す
る
。
小
児
医

療
費
の
通
院
無
料
化
を
中
学
校

３
年
生
ま
で
拡
充
、
育
休
退
園

の
廃
止
、
生
活
保
護
世
帯
な
ど

子
供
学
習
支
援
の
対
象
の
拡
充
、

妊
婦
健
康
診
査
補
助
金
の
１
万

４
千
円
増
額
、
中
心
商
店
街
店

舗
改
修
費
補
助
事
業
の
開
始
に

つ
い
て
は
評
価
す
る
。
ま
た
、

病
院
事
業
会
計
へ
の
一
般
会
計

繰
出
金
の
増
額
は
、
何
十
年
に

一
度
の
改
築
へ
の
支
援
と
し
て

当
然
で
あ
る
。

　

反
対
の
理
由
は
、
教
育
費
の

４
億
円
を
超
え
る
大
幅
な
削
減

に
あ
る
。
高
等
学
校
等
修
学
支

援
事
業
、
サ
ン
・
サ
ン
ス
タ
ッ

フ
派
遣
事
業
、
生
き
る
力
を
育

む
学
校
づ
く
り
推
進
事
業
な
ど
、

子
供
た
ち
の
教
育
を
保
障
で
き

な
い
予
算
削
減
で
あ
る
。ま
た
、

個
人
番
号
制
度
の
施
行
に
係
る

予
算
や
小
動
物
処
理
手
数
料
の

算
定
に
も
反
対
す
る
。

無
所
属

反 対

　

平
成
28
年
度
予
算
の
目
玉
は
、

ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
へ
の
10
億
円
投

資
で
あ
る
。こ
の
事
業
は
新
幹

線
新
駅
誘
致
や
新
橋
が
置
き
去

り
で
、多
く
の
市
民
の
利
益
に

反
す
る
疑
い
が
あ
る
。
教
育
費

は
大
幅
に
減
額
さ
れ
、将
来
へ

希
望
を
持
ち
難
く
、反
対
す
る
。

都市建設

常 任 委 員 会 の 審 査 概 要

各会派の討論
一般会計予算に対する

　３月定例会では、平成28年度平塚
市一般会計予算案に対して、本会議
最終日に各会派が賛成、反対それぞ
れの立場で討論を行いました。討論
の要旨は、次のとおりです。
　なお、一般会計予算案は、賛成者
多数で可決しました。
（無所属では、江口議員が討論を行ってい
ます。）

平 成 28 年 度




